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(54)【発明の名称】 内視鏡用細胞診ブラシ

(57)【要約】
【課題】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される部
分の洗浄、消毒を、使用後に全長にわたって確実かつ容
易に行うことができ、患者間感染のおそれなく繰り返し
使用することができる内視鏡用細胞診ブラシを提供する
こと。
【解決手段】先寄りの部分にブラシ毛１２が放射状に取
り付けられたブラシ軸１１に、軸線方向に流体通路が形
成されたストッパ２を固着し、内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される可撓性チューブ１の先端内にストッ
パ２を固定した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】先寄りの部分にブラシ毛が放射状に取り付
けられたブラシ軸に、軸線方向に流体通路が形成された
ストッパを固着し、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿
脱される可撓性チューブの先端内に上記ストッパを固定
したことを特徴とする内視鏡用細胞診ブラシ。
【請求項２】上記可撓性チューブの軸線に対して略垂直
方向から上記可撓性チューブの内径を横切る深さのＶ字
状の切り込み溝が形成されて、上記可撓性チューブ内に
緩く挿通配置された操作ワイヤの先端が上記切り込み溝
より先側において上記ストッパに固定され、上記操作ワ
イヤが上記切り込み溝の前後の位置において上記可撓性
チューブに形成された一対の孔に通されてその間で上記
可撓性チューブ外に配置されて、上記操作ワイヤを手元
側から進退操作することにより、上記可撓性チューブの
先端部分が上記切り込み溝部分で屈曲する請求項１記載
の内視鏡用細胞診ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体内細胞を採取
するために内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される
内視鏡用細胞診ブラシに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用細胞診ブラシは一般に、先寄り
の部分にブラシ毛が放射状に取り付けられたブラシ軸
が、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される密着巻
きのコイルパイプ等の先端に連結された構成になってい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡は使用後に完全
な洗浄、消毒を行う必要があるが、内視鏡用細胞診ブラ
シやその他の内視鏡用処置具も全く同様であり、完全な
洗浄、消毒が施されていないものを次の症例に使用する
と患者間感染発生のおそれがある。
【０００４】しかし、上述のような従来の内視鏡用細胞
診ブラシにおいては、コイルパイプ内を完全に洗浄、消
毒するのは不可能に近いので、患者間感染のおそれなく
使用するには内視鏡用細胞診ブラシを一回毎に使い捨て
にする必要があり、極めて不経済であった。
【０００５】そこで本発明は、内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される部分の洗浄、消毒を、使用後に全長
にわたって確実かつ容易に行うことができ、患者間感染
のおそれなく繰り返し使用することができる内視鏡用細
胞診ブラシを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用細胞診ブラシは、先寄りの部分に
ブラシ毛が放射状に取り付けられたブラシ軸に、軸線方
向に流体通路が形成されたストッパを固着し、内視鏡の
処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性チューブの先
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端内にストッパを固定したものである。
【０００７】なお、可撓性チューブの軸線に対して略垂
直方向から可撓性チューブの内径を横切る深さのＶ字状
の切り込み溝が形成されて、可撓性チューブ内に緩く挿
通配置された操作ワイヤの先端が切り込み溝より先側に
おいてストッパに固定され、操作ワイヤが切り込み溝の
前後の位置において可撓性チューブに形成された一対の
孔に通されてその間で可撓性チューブ外に配置されて、
操作ワイヤを手元側から進退操作することにより、可撓
性チューブの先端部分が切り込み溝部分で屈曲するよう
にしてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は、本発明の第１の実施例の内視鏡用細
胞診ブラシを示しており、１は、図示されていない内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される例えば四フッ化
エチレン樹脂チューブ製の可撓性チューブである。
【０００９】可撓性チューブ１の基端には、注射器等を
接続するための接続口金１０が取り付けられており、可
撓性チューブ１の先端からは、ブラシ毛１２がブラシ軸
１１に放射状に取り付けられて突出している。
【００１０】図１は可撓性チューブ１の先端部分を示し
ており、ブラシ毛１２はブラシ軸１１の先端寄りの部分
に取り付けられており、ブラシ軸１１の残りの部分は可
撓性チューブ１の先端内に通されて、その基端にストッ
パ２が固着されている。ストッパ２は、その前後の位置
で可撓性チューブ１を加熱縮径させることにより可撓性
チューブ１の先端近傍内に固定されている。
【００１１】ストッパ２は、II－II断面を図示する図２
にも示されるように、ステンレス鋼パイプ材を凹状に変
形させた断面形状に形成されており、その凹み部にブラ
シ軸１１の基端が銀ロー付け等により固着されている。
【００１２】ストッパ２のブラシ軸１１によって塞がれ
ていない部分は、ストッパ２を軸線方向に貫通する流体
通路３になっており、可撓性チューブ１が、ストッパ２
部分において閉塞されることなく連通している。
【００１３】したがって、接続口金１０から可撓性チュ
ーブ１内に洗浄水や消毒液等を注入すると、その洗浄水
や消毒液は流体通路３を通過して可撓性チューブ１の先
端から送り出され、可撓性チューブ１内を全長にわたっ
て確実かつ容易に洗浄、消毒することができる。
【００１４】図４は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
細胞診ブラシを示しており、可撓性チューブ１内には、
ステンレス鋼線の撚り線からなる操作ワイヤ５が基端側
から先端近傍まで挿通配置されている。
【００１５】操作ワイヤ５は、可撓性チューブ１内に流
体を通す支障にならないように、可撓性チューブ１の内
径寸法に対して十分に小さな外径寸法になっており、可
撓性チューブ１内において軸線方向に進退自在である。
【００１６】可撓性チューブ１の先端近傍（例えば先端
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から１～５ｃｍ程度の位置）には、可撓性チューブ１の
軸線に対して略垂直方向からＶ字状の切り込み溝４が形
成されている。
【００１７】可撓性チューブ１に対する切り込み溝４の
深さは、可撓性チューブ１の内径を横切る程度であり、
可撓性チューブ１の厚み分だけが切り込まれずに残って
いる。また、切り込み溝４の底部はエッジ状ではなく、
小さな曲面状に形成されており、その部分での曲げが繰
り返された後でも可撓性チューブ１に亀裂が発生し難
い。
【００１８】可撓性チューブ１には、切り込み溝４を挟
んでその近傍の前後の位置に一対の孔６が穿設されてお
り、操作ワイヤ５がその一対の孔６に通されて、一対の
孔６の間において可撓性チューブ１外に配置されてい
る。
【００１９】そして、操作ワイヤ５の先端部分は、可撓
性チューブ１内の切り込み溝４より先側の位置に配置さ
れたストッパ２の後半部分に、銀ロー付け等によって固
着されている。
【００２０】可撓性チューブ１の基端に連結された操作
部２０においては、可撓性チューブ１内に連通する接続
口金１０が操作部本体２１に突設されており、接続口金
１０に注射器等を接続して、可撓性チューブ１内に注液
をすることができる。２４はシール用のＯリングであ
る。
【００２１】また、操作ワイヤ５の基端に取り付けられ
た指掛け２３を操作部本体２１に対して相対的に移動さ
せることにより、操作ワイヤ５を軸線方向に進退操作し
て可撓性チューブ１の先端部分を遠隔操作によって任意
に屈曲させることができる。
【００２２】図５は、そのようにして屈曲する可撓性チ
ューブ１の先端部分を示しており、操作ワイヤ５が操作
部２０側から牽引操作されると、二点鎖線で示されるよ
うに、Ｖ字状に開いていた切り込み溝４が閉じる方向
に、可撓性チューブ１の先端が切り込み溝４部分で屈曲
する。
【００２３】また、操作ワイヤ５が操作部２０側から押
し込み操作されると、実線で示されるように、切り込み
溝４のＶ字状の開きをさらに大きくする方向に、可撓性
チューブ１の先端が切り込み溝４部分で屈曲する。
【００２４】このような湾曲機構付きの内視鏡用細胞診*
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*ブラシにおいても、第１の実施例と同様に、ストッパ２
に形成された流体通路３によって可撓性チューブ１内が
最先端まで連通しているので、第１の実施例と同様の処
理により、可撓性チューブ１内を全長にわたって確実に
洗浄、消毒することができる。
【００２５】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば、ストッパ２を単純な筒状に形成し
て、その内周面にブラシ軸１１の基端を固着してもよ
い。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、先寄りの部分にブラシ
毛が放射状に取り付けられたブラシ軸に、軸線方向に流
体通路が形成されたストッパを固着し、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿脱される可撓性チューブの先端内に
ストッパを固定したことにより、使用後には可撓性チュ
ーブ内に全長にわたって洗浄水や消毒液等を通して、内
視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される部分の洗浄、
消毒を確実かつ容易に行うことができ、患者間感染のお
それなく繰り返し使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用細胞診ブラシ
の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の図１におけるII－II断
面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用細胞診ブラシ
の全体構成を一部を断面で示す側面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡用細胞診ブラシ
の全体構成の側面断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用細胞診ブラシ
の先端部分の側面断面図である。
【符号の説明】
１  可撓性チューブ
２  ストッパ
３  流体通路
４  切り込み溝
５  操作ワイヤ
１０  接続口金
１１  ブラシ軸
１２  ブラシ毛
２０  操作部

【図２】
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